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はじめに―考古学における時間の考え方― 

相対年代：2つのものがあるとすると、どちらが新しいか、古いかという相対的な見方 
絶対年代：そのものが作られた年代 
 
（1）相対年代 

①型式学（図 1、2） 
機能や用途による分類後、形質的特徴で分類し、一連のグループになったもの→型式 
その特徴がどのように変化してゆくかを並べる→型式組列（形式連続） 
 
②層位学（図 3、4） 
○地層累従の法則 
「一連の地層においては、上に重なる地層は、下にある地層より新しい」 
→乱されていない地層は下に行くほど古い（上に行くほど新しい） 
 
○地層同定の法則 
「一つの地層には、その地層に特有な化石が含まれていて、その化石はその上の地層にも、

その下の地層にも含まれていない」 
→離れた場所でも、同じ種類の化石が見つかる地層は同じ時期 
 
※型式学＋層位学→編年（時間のものさし） 
 
③相対年代の限界 
相対的な新旧関係のみの把握→正確な年代はわからない 
 
（2）絶対年代（実年代・暦年代） 

紀年銘遺物（板碑、木簡など）→出土数は少ない 
文書・文献 
 
自然科学的方法 

①年輪年代法（図 5～10） 
アンドリュー・エスコット・ダグラス（アメリカ）が創始者 
太陽活動の周期を立証するために開始→考古学への応用（古建築・木工品など） 
 
測定方法：毎年の気象条件の違いが年輪形成に影響を与えており、その結果狭い年輪や広

い年輪ができる。その年輪幅を計測し、暦年標準パターンを作成する。その暦

年標準パターンと対象となる資料の年輪幅測定値を照合する。 



特徴：1年単位での年代測定が可能 
Ex.国史跡「旧相模川橋脚」（図 11～13） 
 
②Ｃ14年代測定法（ＡＭＳ法）（図 14、15） 
リビー（アメリカ・シカゴ大学）が発見 
測定方法：生物の死後、Ｃ14が減少してゆき、半分になるのが 5730年後（半減期）にな

ることを原理とした年代測定方法。 
特徴：測定誤差は 30～40年程度。測定試料は少量でよい。 
Ex.弥生時代開始年代について（従来説より 500年遡る可能性）（図 16） 
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図 1 自動車の変遷 
（讀賣新聞朝刊 1991.9.4（水）26面掲載広告より転載） 

図 2 土器の形式組列（松本 1993） 



 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

図 3 土層の堆積（左）と掘り込まれた遺構（右） 

図 4 地層同定の法則模式図 
（Ａ地点Ⅱ層＝Ｂ地点Ⅳ層＝Ｃ地点Ⅱ層） 
（Ａ地点Ⅳ層＝Ｂ地点Ⅴ層＝Ｃ地点Ⅴ層） 



 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

図 7 長期に遡る暦年標準パターン作成の仕組み（光谷 2005） 

図 6 年輪幅測定器 

図 5 ヒノキの顕微鏡写真（左：小口面 右：柾目面）（光谷 2000） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

図 8 樹種別の暦年標準パターン作成状況（光谷 2000） 

図 9 年輪照合の例 

図 9 年輪照合の例（光谷 2000） 

図 10 年輪年代と資料の形状（光谷 2000） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図 11 遺構全体図（左） 全体が確認された橋杭No.1（右） 

図 12 上部に加工痕の見られる橋杭（左） 中世の土留め遺構の厚板（ヒノキ材）（右） 

図 13 旧相模川橋杭 7本の年代測定結果 
（図中の■で示した 3本は、1200年代後半のグループ） 



   
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 14 遺跡出土炭化物（左：住居内 右：集石） 

図 15 INTCAL98暦年較正曲線データベース 

試 料 炭 素 1 4 年 代
較 正 年 代
（ 確 率 ）

土 器 形 式 (1 4 C  B P ) (c a l  B C )

測 定 機 関 番 号

土 器 付 着 炭 化 物 a
7 9 0  -  5 1 0
(  9 0 . 8 %  )

板 付 I I c
4 8 0  -  4 8 0
(  0 .5 %  )

B e t a - 1 7 2 1 3 3
4 6 0  -  4 4 0
(  1 .7 %  )
4 4 0  -  4 2 0
(  1 .6 %  )
4 2 0  -  4 1 0
(  1 .1 %  )

土 器 付 着 炭 化 物 b
8 9 0  -  8 7 0
(  3 .1 %  )

板 付 I
8 6 0  -  8 4 0
(  1 .0 %  )

B e t a - 1 7 2 1 3 4
8 4 0  -  7 5 0
(  8 7 . 7 %  )
6 8 0  -  6 6 0
(  2 .5 %  )
6 0 0  -  5 9 0
(  1 .2 %  )

土 器 付 着 炭 化 物 c
8 3 0  -  7 5 0
(  6 9 . 3 %  )

板 付 I
6 8 0  -  6 5 0
(  8 .5 %  )

B e t a - 1 7 2 1 3 5
6 4 0  -  5 8 0
(  1 1 . 3 % )
5 8 0  -  5 4 0
(  6 .5 %  )

土 器 付 着 炭 化 物 d
8 1 0  -  7 5 0
(  4 0 . 3 %  )

夜 臼 I I b
7 2 0  -  5 3 0
(  5 4 . 4 %  )

B e t a - 1 7 2 1 3 2
5 2 0  -  5 2 0
(  0 .5 %  )

2 5 1 0 ± 4 0

2 6 2 0 ± 4 0

2 5 9 0 ± 4 0

2 5 6 0 ± 4 0

図 16 Ｃ１４年代測定結果例（今村 2003） 


